
■どんぐりまつり 2015  （どんぐりンピック 2015） 

１ 日 時  平成 27年 11月 1日（日） 9：30～12：30   天候／晴れ 

２ 場 所  大阪市中央区 中大江公園 

３ スタッフ  7名 

４ 参加者  29名（子供 17名+大人 12名） 

５ 内 容 

まち中公園自然観察隊（＝マチコ）のどんぐりまつりは、中大江公園（大阪市中央区）で

実施しました。広報は、協会のチラシをスタッフが会場近くの小学校や幼稚園に配布した

甲斐があって、参加者２９人（大人１２人、子供１７人）に参加いただきにぎやかな「ど

んぐりまつり」となりました。（スタッフ７人） 

プログラムは、公園にあるどんぐりの実がなる木（マテバシイやシラカシ）を観察し、ど

んぐりについて子供達にもわかってもらうための紙芝居をします。その後、どんぐりの重

さを比べるゲームやどんぐりを紙管で作ったすべり台でころがし、距離を測る「どんぐり

コロコロ」行いました。マチコでは、４年前からどんぐりゲームとオリンピックゲームと

かけて「どんぐりンピック」と称して実施しています。ゲームで優秀な結果だった人たち

には、どんぐりで作った金、銀、銅の「どんぐりメダル」を授与します。惜しくもメダル

がもらえなかった人たちには、参加賞として「どんぐり駒」を差し上げています。 

どんぐりの転がり方や重さを実感することで都会にいながらどんぐりに親しみをもっても

らえる「どんぐりまつり」になりました。 

 

 

 


